
資
本
移
動
そ
の
他
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
同
額
の
貿
易
差
額
を
結
果
し
、
国
際
収
支
均
衡
を
達
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、
当
該
国
の

交
易
条
件
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
に
か
ん
す
る
議
論
は
、
既
に
ケ
イ
ン
ズ
1
1
ウ
リ
ー
ン
論
争
に
現
わ
れ
、
賠
償
支
払
国
あ
る

い
は
貸
付
国
の
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
と
い
う
古
典
的
な
立
場
を
と
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
に
た
い
し
て
、
ウ
リ
ー
ン
は
、
購
買
力
移
転
の
所

①
 

得
効
果
が
存
在
す
る
た
め
、
支
払
国
の
交
易
条
件
は
必
ず
し
も
不
利
化
し
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
後
、
雇
用
理
論
の
展
開
と
と
も

に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
に
か
ん
し
て
、
不
完
全
雇
用
の
も
と
で
生
産
が
増
加
す
る
場
合
の
乗
数
分
析
が
メ
ツ
ラ
ー
、
マ
ッ
ハ
ル
ー

プ
ら
に
よ
っ
て
、
ま
た
完
全
雇
用
モ
デ
ル
の
も
と
で
の
交
易
条
件
へ
の
影
響
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
数
式
的
に
吟
味
さ
れ
て
き

①
 た

。
購
買
力
移
転
説
よ
り
今
日
に
至
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
学
説
史
的
叙
述
は
別
の
機
会
に
譲
ら
れ
よ
う
。

さ
て
本
稿
で
は
、
二
国
二
財
二
生
産
要
素
を
仮
定
し
、
要
素
価
格
伸
縮
性
に
よ
る
完
全
雇
用
と
い
う
新
古
典
学
派
モ
デ
ル
の
も
と
で
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
交
易
条
件
に
及
ぽ
す
影
響
を
考
察
す
る
。
意
図
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
貨
幣
を
捨
象
し
た
純
粋
理
論
を
成
長
条
件
の
も
と
で
考
察
す
る
こ
と
ー
成
長
的
視
点
。

二
、
貨
幣
を
捨
象
し
た
純
粋
理
論
に
た
い
し
て
、
積
極
的
に
貨
幣
を
導
入
す
る
こ
と
ー
貨
幣
的
視
点
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

ま

え

が

き

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の

成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点

木

村

滋

Zi01 



④ ⑧ 

注

①
R
 

R
 

右
の
二
点
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
ケ
ム
プ
の
『
国
際
貿
易
の
純
粋
理
論
』
の
モ
デ
ル
と
記
号
を
主
と
し
て
援
用
し
た
。
た
だ
し
、
前

c
 

者
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
成
長
条
件
下
で
考
え
た
点
、
お
よ
び
後
者
に
つ
い
て
は
実
質
現
金
残
高
効
果
を
ロ
イ
ド
的
な
ス
ル

ツ
キ
ー
方
程
式
の
形
で
明
確
化
し
た
点
と
に
お
い
て
ケ
ム
プ
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
付
随
的
に
為
替
安
定
性
の
分

析
と
購
買
力
平
価
説
の
吟
味
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

in Journal of Political 
E
c
o
n
o
m
y
,
 Vol. 

木
村
滋
「
購
買
力
移
転
説
」
関
西
大
学
商
学
論
集
第
十
巻
第
二
号
、
三

0
ー
四
三
頁
。

L. 
A
.
 
Metzler"••The 

T
r
a
n
s
f
e
r
 P
r
o
b
l
e
m
 R
§
n
s
i
d
e
r
e
d
"
,
 Original text, 
in Journal of Political E
c
o
n
o
m
y
,
 Vol. 

L, 
J
u
n
e
 1
9
4
2
,
 
pp. 3
9
4ー

4
1
4
,

reprinted in R
e
a
d
i
n
g
s
 in the T
h
e
o
r
y
 of International Trade, 1
9
4
9
,
 pp. 1
7
9ー

9
7
.

F. M
a
c
h
l
u
p
"
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 P
a
y
m
e
n
t
s
,
 Debts, a
n
d
 G
o
l
d、
1
9
6
4
,

C
h
a
p
.
 X
V
I
.
 X
V
I
I
,
 X
V
I
I
I
.
 X
I
X
•
レ
J
v
!
)
l
C
h
a
p
.
 

X
I
X
は
成
長
条
件
の
も
と
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
論
じ
て
い
る
。

P
.
A
.
 
Samuelson"••The 

T
r
a
n
s
f
e
r
 
P
r
o
b
l
e
m
 a
n
d
 T
r
a
n
s
p
o
r
t
 Cost, 
T
h
e
 T
e
r
m
s
 of T
r
a
d
 W
h
e
n
 I
m
p
e
d
i
m
e
n
t
s
 

are A
b
s
e
n
t
"、
in
T
h
e
 E
8
n
o
m
i
c
 Journal、
Vol.
LXII, J
u
n
e
 1
9
5
2
,
 
pp. 2
7
8
1
3
0
4
 
;
 
"
T
h
e
 T
r
a
n
s
f
e
r
 P
r
o
b
l
e
m
 a
n
d
 

T
r
a
n
s
p
o
r
t
 Costs̀
II, A
n
a
l
y
s
i
s
 of Effec"ts 
of T
r
a
d
e
 I
m
p
e
d
i
m
e
n
t
s
"
,
 
in T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Journal, Vol. L
X
I
V
,
 

J
u
n
e
 1
9
5
4
,
 
pp. 2
6
4
1
8
9
.
 

M
.
 
C•Kemp"The 

P
u
r
e
 T
h
e
o
r
y
 of International Trade, 1
9
6
4
・
 

C. LLoyd"••The 

Real-balance Effect a
n
d
 the S
l
u
t
s
k
y
 Equation"̀
 

L
X
X
I
I
,
 J
u
n
e
 1
9
6
4
,
 
pp. 2
9
5ー

9
.

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点

二
国
（
自
国
と
外
国
）
、
二
財
、
二
生
産
要
素
（
労
働
Z
、
資
本
k
)
を
仮
定
す
る
。
生
産
函
数
は
一
次
同
次
と
し
、
完
全
雇
用
と

完
全
競
争
を
仮
定
す
る
。

P
を
第
1
財
表
示
第
2
財
の
価
格
と
す
る
。
こ
れ
は
世
界
市
場
相
対
価
格
つ
ま
り
交
易
条
件
で
あ
る
。
不
完

紐



ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

均
衡
条
件
。
成
長
動
因
を
表
わ
す
シ
フ
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
1
0
を
用
い
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
以
前
の
自
国
の
第
1
財
輸
入
量
を

El、
同

じ
く
外
国
の
第
2
財
輸
入
量
を
＊

EZと
す
れ
ば

(

5

)

 

E
1
(
P
,
B
)
＋
m
1
T
1
1
1
P
E
2
*（
P)ー

m
2
*
T
1
十

T
1

右
で
、

Elを
P
と
0
の
函
数
、
＊

EZを
P
の
み
の
函
数
と
す
る
の
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
受
取
国
と
し
て
の
自
国
の
経
済
成
長
の
み

(

4

)

 

/
1
1
1
X
1
+
P
X
2
 

所
得
恒
等
式
。

11を
第
1
財
で
表
わ
し
た
所
得
と
し
て

P
1
K
1
+
P
2
K
2
1
1
]
 

(

3

)

 

K
1
+
X
2
n吋

完
全
雇
用
条
件
o

IN
と
ik
を
そ
れ
ぞ
れ
労
働
と
資
本
の
賦
存
量
と
し
て

(

2

)

 

全
特
化
の
も
と
で
自
国
は
第
1
財
を
輸
入
し
、
第
2
財
を
輸
出
す
る
。
添
字
1
、

と
と
す
る
。

2
で
財
を
表
わ
し
、
ま
た
外
国
は
＊
印
を
付
け
る
こ

生
産
函
数
。
ふ
を
生
産
量
、

P
i
1
1
M
A
3
と
し
て

(
1
)
 
x,11Fd(A-.K・t)

＂＂kF
d
(
A
[
K
.
S
1
)
1
1
k
u
(
P
t
)
 

資
源
の
最
適
配
分
の
条
件
。
第
1
財
で
表
わ
し
た
賃
金
率
を
W

、
同
じ
く
資
本
使
用
料
を
r
と
し
て

S
=
8
X
i
/
8
N
1
1
1
f
1
、

=
P
B
X
2
/
B
N
2
1
1ミ
if2
、

r
1
1
a
x
1
K

裟

1
1
1
j
•
1

ー

P
d
1、

=
P
B
X
2
/
B
K
2
1
1
H
(
f
2ー

P
d
2、
)

r111.2 

印5



て る。
(
1
)
 

(

7

)

 

た
だ
し

A
1
1
1
十
ぶ
＋
咬
こ
こ
で
捻
は
自
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性
、
穿
は
外
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性
で
、

P
 

B
E
1
 

P
 

B
E
2
*
 

ぶ

11ー

t
[
5
[
9
舟
11

料
渕

6
p

①
 

と
示
さ
れ
る
。
安
定
条
件
が
み
た
さ
れ
る
と
し
て
、

A
A
0
を
想
定
す
る
。
ま
た
劣
級
財
の
不
存
在
を
仮
定
す
る
。

＊
匹
は
正
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

さ
て
、
第
1
財
の
自
国
の
需
要
量
を

Dl
と
す
れ
ば

E
1
1
1
D
1
(
P
,
 11)

ー
X
1

で
あ
る
か
ら
、

BI1 

器
1

a
n
1
 
a11 

a
x
1
 

a11 

a
x
1
ー

|

ー

ー

ー

1
1
m
1

-
|
|
_
(
m
1
 
/
3
)
|
|
 

6
C
D
1
1
B
I
1
 

a

C

D

6

C

D

-

6

C

D

6

C

D

6

C

D

 

こ
れ
を
⑱
に
代
入
し
て

こ
れ
ま
で
は
成
長
動
因
を
0
で
一
般
的
に
表
わ
し
た
が
、

(

6

)

 

E
2
*
A
 

R
 

経
済
成
長
と
交
易
条
件

(
m
1—
g
)
寇]
d
〇
+
（
m
1
+
m
2

＊
ー
l
)
d
T
1

dp11 

こ
れ
よ
り

8
1
1
壼
[
[
雫
と
置
い

を
考
を
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ml
は
自
国
の
第
1
財
に
た
い
す
る
限
界
消
費
性
向
、

向、

Ti
は
第
1
財
で
表
わ
し
た
自
国
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
受
取
り
を
示
す
。

(
5
)
を
全
微
分
し
て

dPを
求
め
る
と

し
た
が
っ
て

ml
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
以
前
の
貿
易
均
衡
を
仮
定
し
て

E
i
f
p
1
1
E
2
＊
に
留
意
す
れ
ば
⑥
式
が
得
ら
れ

こ
れ
を
以
下
に
述
べ
る
具
体
的
な
各
種
の
場
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

dr11 

E
2
*
A
 

d
o
+
（
m
1
+
m
2
＊ー
l
)
d
T
1

B
E
1
 

8
0
 

＊
四
は
外
国
の
第
2
財
に
た
い
す
る
限
界
消
費
性

504 



8
ぷ
]
6
N
I
I
A
8
K
t
K怠＜》

A
、
要
素
賦
存
量
の
変
化

（
・

1
)

労
働
供
給
量

(
6
1
1
N
)
の
増
加

要
素
賦
存
量
の
変
化
に
よ
っ
て
も
要
素
集
約
性

Pt
が
不
変
と
す
れ
ば
、

0
と
③
と
よ
り

i111,2 

後
式
を
前
式
に
代
入
し
て

(
8
)
a
x
A
8
N
1
1
（ー
1)1
!,,/ (P2
ー
P1)

R
 

こ
れ
は
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
の
定
理
で
あ
る
。

さ
て
、

0
を

0
1
1
N
で
偏
微
分
し
、
⑧
と
③
を
用
い
て

(

9

)

 

fJli/fJN=fJXi/ffN+P6X2/fJN11
（ー
j
・
1
+
A
f
2
)
[
（P
2
-
P
1
)
1
1
f、
1

P
1
V
P
2
の
と
き

/
3
>
1
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な
き
と
き
(
d
T
1
1
1
0
)
、
り
で
6
1
1
N
,
m
1
A
1
,
 /3V1,aA0,fJli/fJJij11f1
、>
O
,

ら
＞
。
,
m
1
ー
g
V
O
,
E
2
*
>
O

よ
り
、

d
p
/
d
N
>
0
が
結
果
す
る
。
す
な
わ
ち
交
易
条
件
は
有
利
化
す
る
。

P
1
A
P
2
な
ら
ば

d
P
A
Z
A
0
す
な
わ
ち
交
易
条
件
は
不
利
化
し
、

P
1
1
1
P
2
な
ら
ば
不
確
定
と
な
る
。

資

本

の

増

加

6
X
1
[
8
k
"
"
P
a
i
i
/
(
P
2
ー
P1),
6
X
2
/
f
f
K
=
ー
P
i
f
2
/
(
P
2
ー
P1),a1i1a1r.116X1A6x+PfJX2/6K.11Ji
ー
P
i
f
1
、
よ
り
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
"
1
1
)
 

r
=
/
1
ー
P
d
1
、>

O
に
留
意
す
れ
ば
、

(10) 
8
1
1
 

f
1
 

"
＂
"
.
 

娑
l

611

ー

j.1

選
v
/
f
f
N
=
J
i

、
(P2ー

P1)

P
d
1

、

他
方

6
に
つ
い
て
は

1
,
2
 

．
 

t"＂ 

1
 

(1ー

P2/P1)

8
B
K
)
N
1
1
（ー
l)'/(P2
ー
P1)

臨



こ
こ
で
入
、
ル
は
シ
フ
ト
パ
ラ
メ
ー
ク
ー
で
、
初
期
に
は
1
に
等
し
い
。
ご

À
、
が
増
加
す
る
か
、
減
少
す
る
か
、
変
化
し
な
い
か
、

換
言
す
れ
ば
d汗
v
4
、
か
、
d
K
ハd
i
、
か
、
4
1
1
d
i
、
か
で
労
働
節
約
型
、
資
本
節
約
型
、
中
立
型
技
術
進
歩
が
示
さ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
純
粋
な
ケ
ー
ス
(

a

)

労
働
節
約
型
改
善
d
A
>
。
9
4
、
1
1
0
,

(
b
)
資
本
節
約
型
改
善
4
1
1
0
`
4
、
>
。
｀

(

C

)

中
立
型
改

善
d
i
l
l
d
i
、
>
O
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。

輸
入
代
替
財
産
業
（
ふ
財
）
の
み
に
お
け
る
技
術
改
善

(
i
)
 

(11) 
X
1
1
1
i
、
X
1
f
1

（字邑

＇ 

第
1
財
の
生
産
函
数
を
次
の
よ
う
に
書
き
改
め
る
。

B
、

技

術

改

善

か
く
し
て
P
1
A
P
2
な
ら
ば
守

V
1
で
、
(
m
1
ー
8
)
A
0

C111)

両
要
素
の
供
給
量
の
増
加
が
同
じ
割
合
で
あ
る
場
合

b
1
1
M
A
K
I
I
C
o
m
t
．
で
あ
り
、
い
と
③
と
よ
り
、
a
X
i
/
f
f
K
=
f
1
(
P
2
ー
D
[
（
P
2
ー
P
1
)
,
a
X
2
/
f
f
K
=
f
2
(
J
i
ー
P
1
)
/
(
P
2
ー
P
1
)
.

さ
ら
に

0
よ
り
、
a
i
i
/
f
f
K
=
{f 1
 (P
2
ー
D
＋ミ
f
2
(
J
i
ー
P
1
)
}
/
(
P
2
ー
P
1
)
.
し
た
が
っ
て
g
1
1
f
1
(
P
2
ー
D
]｛
f
1
(
P
2
ー
D
+
P
f
2
(
J
i
ー

P1)}・-
P
が
Pl
と
伍
の
中
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

6
は
正
の
分
数
で
あ
る
。
交
易
条
件
は

ml
と

6
の
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
っ
て
定
ま

る
が
、

と
な
り
d
p
/
d
K
>
O
す
な
わ
ち
交
易
条
件
は
有
利
化
し
、

そ
の

6
は
ど
の
産
業
が
集
約
的
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
‘
-
P
の
い
か
ん
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

ら
ば
そ
の
逆
と
な
り
、
P
1
1
1
P
2
な
ら
ば
不
確
定
と
な
る
。

p
1
1
P
d
i
/
(
P
2
ー
P
1
)
C
f
1
ー
P
1
f
1
、
)

P
1
>
P
2
な

臨



生
産
函
数
を
書
き
改
め

(
1
3
)
 

限
界
条
件
②
を
次
の
よ
う
に
書
き
直
す
。

ご
f
1
、1
1
A
j、2
、9
i
、f
1
ー

A
P
i
i
1
、1
1
p
(
f
2ー

P
d
2
、)

完
全
雇
用
条
件
⑱
は
そ
の
ま
ま
保
留
さ
れ
る
。

労
働
節
約
型
技
術
進
歩

右
の
⑬
を
入
で
偏
微
分
し
、
初
期
に
シ
1
1
i
、1
1
1

な
る
こ
と
に
留
意
し
て

ぎ
—
_

P
d
1
、

]

翌

[

|

[

P
1
+
f`1° 
(
P
2ー

P
1
)
-• 

11
ー

1

』

(
P
2

ー

P
1
)
f
1
、

8
 

P
1
f
2
、

＇ 

a
p
2
 

翌
ー
—

f
2
°(
P
2
ー

P
1
)

裟
ifff).,
8
K
z
/
8
A

を
、
⑬
よ
り
娑
i
/
8
A
,

8
X
2
/
8
A

を
求
め
、

8
I
i
/
8
A
.
1
1
8
X
i
/
8
A
.
+
P
8
X
z
/
8
A

に
代
入
し
て

8
I
i
/
8
A
.
1
1
j
i
、K
1
P
1
>

。

K
2
f
1
 

P
2
P
f
2
 

ー
-
P
d
1
H
(
P
2
ー
P
1
)
2
，ー
P
K
1
f
2
'、(
P
2
ー
P
1
)
2

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

f
1
 

P
d
1

、.

右
辺
第
2
項
以
下
は
正
で
あ
り
、
第
1
項
は

／ 

7 
|トー

てて
... to 

‘̀三ーグ

(
1
6
)
 

か
く
し
て
}
1
1
謬
ミ
琴
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
1
5
)
 

⑱
よ
り (

1
4
)
 

(

a

)

 
(
1
2
)
 

X
2
1
1

翌
(
P
2
)

)
 

X
1
1
1
i
、K
5

(

i

、
P
1
)
,

と
書
か
れ
、

r
1
1
f
1
|
P
d
1
、>
O

よ
り
、

P
1
>
P
2

の
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さ
ら
に

6
I
1

一6
ャ
1
1
K
i
f
1
1
1
X
1
>
0

に
留
意
し
て

(
2
0
)
 

6
P
1

ー

f
2
P

＇ 

8
i

ー

f
1
8
(
P
2
ー

P
1
)
'

6
i
、[
a
;
>
.
=
1

に
留
意
し
て
、
⑬
よ
り

(

C

)

 

中
立
型
技
術
進
歩

は
な
い
。

f
1
 

f
1
,
-
f
1
、P
1
+
f
1
、P
2

K
2
f
1
 

ー

f
1
"
(
P
2
ー

P
1
)
2

ー

K

ぶ
ゞ
A
副

ー

P
1
)
2

(
7
咋）
S
ぶ、
P
1
)

8
 

P
1
A
P
2

の
と
き
、

r
=
f
1

ー

f
1
、P
1
>
0

よ
り

!
3
>
1
が
得
ら
れ
、
交
易
条
件
は
改
善
さ
れ
る
。

(
1
9
)
 

か
く
し
て

(
1
8
)
 

6
p
2

ー

f
1
+
f
1
、P
1

＂＂＂ 

6
P
1
 
f
1
"
P
1
(
P
2
|
P
1
)ー

f
1
+
j
1
、P
l

a
ン、

f
2
"
P
(
P
2ー

P
1
)

a
i
、
ー

f
1
"
(
P
2
ー

P

1

)

'

③

よ

り

裟
1
[
6
i
、9

裟
2/8)..
、
を
、
⑬
よ
り

8
X
i
/
8
A
、》

8
X
2
/
8
)
.
.
、
を
求
め
て

8
I
i
/
8
A
、1
1
K
1
(ー

f
1
、P
1
+
f
1
)
>

。

(
1
7
)
 

⑬
を
ル
で
偏
微
分
し
て

(
b
)
 

場
合
に
は
守
V

1

で
、
し
た
が
っ
て
り
よ
り

d
P
[
d
i
v
o

す
な
わ
ち
交
易
条
件
は
有
利
化
す
る
。

P
1
A
P
2

な
ら
ば
こ
れ
ほ
ど
明
確
で

は
な
い
。

資
本
節
約
型
技
術
進
歩

6
P
2

ー

f
1

＂＂＂ 

611. 

f
2
°
P
(
P
2ー

P
1
)

P
1
V
P
2

の
と
き
は
か
く
明
ら
か
で

碑



(
b
)
 
資
本
節
約
型
技
術
進
歩

S
P
1
 

P
C
f
2ー

f
2
、P
2
)

f
1
6
 (
P
2ー

P
1
)

I
I
 

包
l
、

f
2ー

f
2
、P
2

f
2
8
 (
P
2ー

P
1
)

窟
2
1
1
P
2
+

》

a
i
、

(
2
4
)
 

1
1
ー

ー

ド

1

/
1
、(
P
2ー

P
1
)

8
 

筈
1

到
—

/
1
、P
2

/
1
"
 (
P
aー

P
1
)

(

a

)

 

>
1
 

f
1
K
2
 

P
2
f
2
2
 

r
 

，
 

f
d
1
'
(
P
2
ー

P
1
)
2

P
K
1
 f
2
'
(
P
2ー

P
1
)
2

8
ー

1

伍
の
相
対
的
大
き
さ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
交
易
条
件
は
改
善
さ
れ
る
。

(
”
1
1
)

輸
出
財
産
業
（
石
財
）
の
み
に
お
け
る
技
術
改
善

労
働
節
約
型
技
術
進
歩

し
た
が
っ
て

P
f
2
K
1

ー

奮

f
1
°
(
P
2ー

P
1
)
2
K
2

+
 f
2
°
(
P
2ー

P
1
)
2
P
P
2

＋
 

か
く
し
て

P
1
A
P
2

の
と
き
に
は

6
は
負
と
な
り
、
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
。

P
1
>
P
2

の
と
き
は
か
く
先
験
的
に
判
明
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て

嘉『
11
ー

[
P
2
ー

f
2

ぶ
鰐

P
1
)

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
2
3
)
 

限
界
条
件
は
次
の
よ
う
に
書
き
直
さ
れ
る
。

f
1
、1
1
f
A
f
2
、》

f
1ー

P
1
f
1
、1
1
p
(
i
、f
zー

A
P
2
f
2
、)

(
2
2
)
 

X
1
1
1
K
d
1
(
P
1
)
 

X
2
1
1
i
、

翌

（

や

P
2
)

両
財
の
生
産
函
数
を
次
の
よ
う
に
書
き
直
す
。

ー、p
 (

2
1
)
 

6
I
1
 

習
I
I
S
p
(
f
2ー

f
z
、P

z
)
>
。

》

1
1
、P
2
K
2
>
。

8
/
1
 

」》到
II

改P



ら
れ
る
。

そ
の
平
均
消
費
性
向
D
i
f
/
1

に
等
し
い
と
き
に
は
、

m
1
1
1
D
i
f
l
1
>
X
i
f
l
1
1
1
8

と
な
る
か
ら
、

交
易
条
件
は
悪
化
す
る
こ
と
が
見

6
は
正
の
分
数
(

0

八
8
八
1

)

で
あ
る
か
ら
、
交
易
条
件
は

ml
と

6
の
相
対
的
大
き
さ
に
依
存
す
る
。

ml
が
6
に
た
い
し
て
、

小
、
等
し
い
、
よ
り
大
に
応
じ
て
交
易
条
件
は
改
善
、
不
変
、
悪
化
す
る
。
い
ま
、
自
国
の
輸
入
財
に
た
い
す
る
限
界
消
費
性
向
ml
が

(
2
7
)
 

9
1
1
X
i
f
l
1
 

と
な
る
か
ら

8
X
1
]
6
i
1
1
X
i
,
 

a
x
2
/
f
f
)
.
1
1
X
2
 

a
1
i
1
a
"
A
1
1
X
1
+
P
X
2
1
1
1
1
>

。

G111) 

両
産
業
に
お
け
る
等
し
い
速
度
の
中
立
型
技
術
進
歩

か
く
し
て
、

pl
と
Pz
の
相
対
的
大
き
さ
が
ど
の
よ
う
で
あ
れ

6
は
負
で
、
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
。

(
2
6
)
 

p
l
l
 

K
1
P
J
,
2
 

K
2
J、1

、(
P
2
1
P
1
)
2

し
た
が
っ
て

窓
1

P
f
2
 

，
 

8
i

ー

f
1
n
 (
P
2ー

P
1
)

6
シ、
[
6
1
.
.
=
1

に
留
意
し
て

(

C

)

 

中
立
型
技
術
進
歩

(
2
5
)
 

f
1
2
 

ミ
i
f
2
J、2

、(
P
2
ー

P
1
)
2

＋
 B

P
2
 

f
1
 

．
 

9

6

シ

ー

f
2
"
P
(
P
2
ー
P
1
)

I
I
Iミ
i
f
2
K
2
1
1
}
X
2
>

。

8
1
1
 

9

6
シ

＋
 

K
1
k
f
.
2
 

P
2
f
1
 

H
(
f
2
-
f
2
、P
2
)
(
P
2ー

P
1
)

K
2
f
1
8
(
P
2
|
P
1
)
2
 

8
 

か
く
し
て

P
1
>
P
2

の
と
き

6
は
負
、
し
た
が
っ
て
交
易
条
件
は
悪
化
す
る
。

P
2
>
P
1

の
と
き
は
か
く
先
験
的
に
判
明
し
な
い
。

f
1
 

ミ
i
f
2
H

(°p;ー

P
1
)
2

よ
り
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④
 

(
2
)

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
と
交
易
条
件

成
長
を
考
慮
し
な
い
場
合
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
と
交
易
条
件
の
関
係
は
、
の
で

d
C
D
=
O
と
お
い
て
、

(
2
8
)
 

d
p
/
d
T
1
1
1
(
m
1
+
m
2＊
ー

l
)
/
E
2
*
A

こ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
帰
結
は
次
の
ご
と
し
。

(
i
)
m
1
+
m
2
*
1
1
1

す
な
わ
ち
両
国
の
そ
の
各
輸
入
財
に
た
い
す
る
限
界
支
出
性
向
の
和
が
1
に
等
し
い
場
合
、
交
易
条
件
の
変

化
を
必
要
と
せ
ず
に
、

(
m
1
+
m
2
*）
T
1
1
1
T
1
の
輸
入
超
過
が
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
Tl
の
初
期
値
に
無
関
係
に
成
立
す
る
。

C
1
1
)
m
1
+
m
2
*
<
ハ
1

こ
の
場
合
、
交
易
条
件
の
変
化
を
伴
わ
ぬ
所
得
効
果
の
み
で
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
実
現
不
足
で
、
交
易

条
件
効
果
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
受
取
国
に
有
利
化
、
支
払
国
に
不
利
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C
1
1
1
)
m
i
+
m
2
*
>
1

こ
の
場
合
、
交
易
条
件
の
変
化
を
伴
わ
ぬ
所
得
効
果
の
み
で
も
実
物
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
過
剰
実
現
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
交
易
条
件
は
受
取
国
に
不
利
化
、
支
出
国
に
有
利
化
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

成
長
条
件
下
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
と
交
易
条
件

資
源
と
技
術
と
い
う
成
長
動
因
の
変
化
が
交
易
条
件
に
及
ぽ
す
影
響
は

(
1
)
で
、
成
長
動
因
不
変
の
も
と
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が

交
易
条
件
に
及
ぼ
す
影
響
を
(

2

)

で
、
ケ
ム
プ
に
依
処
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
成
長
し
つ
つ
あ
る
経
済
の
も

と
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
交
易
条
件
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
既
述
の

(1)
と
(

2

)

の
理
論
を
結
合
し
て
容
易
に
定
式
化
し
得
る
。
わ
れ

わ
れ
の
既
出
(

7

)

式
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
単
純
化
の
た
め
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
受
取
国
た
る
自
国
の
成
長
状
態
の
み
を
考

⑥
 

慮
し
て
い
る
。
結
果
を
次
の
表
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
5
)
 

~11 



交易条件の純変化こ トランスファー m1十m2*=1 m1+m2*<l ”1十”z*>l

゜
＋ 

I 
A要素賦存量変化

(i)労働量の増加
P1 > P2 ＋ ＋ ＋ ？ 
P1く P2 ？ 

(ii)資本の増加
P1 > P2 ？ 
P1く P2 ＋ ＋ ＋ ？ 

(ill)両要素の同!率増加
m1 > ？ ＋ 
m1 = 

゜ ゜
＋ 

m 1く ＋ ＋ ＋ ？ 

B．技術改善

(i)輸入代替財産業

(a)労働節約型
P1 > P2 ＋ ＋ ＋ ？ 
P1 < P2 ？？ ？？ ？？ ？？ 

(b）資本節約型
P1 > P2 ？？ ？？ ？？ ？？ 
P1く P2 ＋ ＋ ＋ ？ 

(（c大臼)中小砂を立問わの型相ず対的） ＋ ＋ ＋ ？ 

(ii)輸出財産業

(a)労働節約型
P1 < P2 ？ 
P1 > Pz ？？ ？？ ？？ ？？ 

(b)資本節約型
P1く P2 ？？ ？？ ？？ ？？ 
P1 > P2 ？ 

(c)中立型

（大伍小とをm問わの相ず対的） ？ 

Oii)麿靡翌塁塁I聾度
m1 > ？ 
m1 = 

゜ ゜
＋ 

m1く ＋ ＋ ＋ ？ 

＋は交易条件の改善、ーは悪化、 0は不変、？は両効果が逆方向に作用し、？？はそ

れすらも先験的に判明し得ないことを示す。

P1=P2の不確定ケースは除外している。
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前
節
で
は
相
対
価
格

P
で
作
業
し
て
貨
幣
作
用
が
捨
象
さ
れ
た
が
、
本
節
で
は
実
質
現
金
残
高
の
形
で
貨
幣
作
用
し
た
が
っ
て
絶
対

価
格
の
作
用
を
導
入
す
る
。

peを
自
国
貨
建
の
第
・
，
財
の
価
格
、
冗
を
自
国
貨
建
為
替
相
場
、

3
を
外
貨
建
の
自
国
の
貿
易
差
額
と
す

る
。
以
前
と
同
様
、
不
完
全
特
化
の
も
と
、
自
国
は
第
1
財
を
輸
入
し
、
第

2
財
を
輸
出
す
る
。

L
を
自
国
の
初
期
名
目
貨
幣
存
在
量

と
す
る
。
外
国
に
つ
い
て
は
＊
印
を
つ
け
る
こ
と
も
前
と
同
様
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

注

①
徽
分
方
程
式

p
1
1
I
[
E
2
*
(
p
)
ー
L
'
-
E
1
(
P
)
J
 

/
‘
V
o
f
を

P
の
均
衡
値

pO
の
近
傍
に
つ
き
テ
イ
ラ
ー
展
開
を
し
て
2
次

p
 

以
上
の
項
を
省
略
し
、

f
、111
と
な
る
よ
う
な
時
間
の
単
位
を
選
べ
ば

E
2
*
 

p
1
1
1
(
1
十
ぷ
十
m
*
）（
P
l
p
。)

p
o
 

右
の
式
を
解
け
ば

p
(
t
)
1
1
P
。
+u(O)
ー
P
。

]g
「吠
(1
十
ぶ
＋
ぷ
＊
）
t]

か
く
し
て
解
は

A
1
1
1
十
ぷ
＋
ぶ
＊

A
0

の
と
き
安
定
で
あ
る
。

(
K
e
m
p
`
i
b
i
d
,
pp. 6
1
ー
2
.
)

こ
の
項
は
概
ね
ケ
ム
プ
に
依
拠
す
る
。

(Ibid,
pp. 2
3
ー
3
2
,
8
1
ー
8
.
)

T. 
M. R
y
b
c
z
y
n
s
k
i
"
"
F
a
c
t
o
r
 E
n
d
o
w
1
3
e
n
t
 a
n
d
 Relative C01313odity Prices", 
in Econo13ica, N
o
v
.
 
1
9
5
5
,
 

pp. 
3
3
7
|
8
.
 

K
e
m
p
,
 ibid, 
pp, 7
9ー

8
1
.

比
較
的
短
期
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
効
果
と
、
長
期
的
成
長
効
果
を
同
一
次
元
で
扱
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
傾
向
的
に
相
互
に
作
用
を
強
め
合

う
か
弱
め
合
う
か
の
方
向
を
示
す
限
り
に
お
い
て
容
認
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
＋
、
一
、

0
、
？
で
も
っ
て
交

易
条
件
変
化
の
方
向
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

⑥ ④ ⑧ R 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
貨
幣
的
視
点
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(
3
0
)
 

u
 =
 u
 (
x
1
,
x
2
,
x
3
)
 

財

供

給

函

数

既
出
の
③
式
の

P
の
代
わ
り
に
P

2

]
さ
と
書
き
、
式

0
、
③
、
⑱
の

6
個
の
方
程
式
に
た
い
し
て
、

P
2
[
P
l

を
パ
ラ
メ
ー
ク
ー
と

す
れ
ば
、
未
知
数
は
ふ
、
ふ
、

Kl、
氏
、

Pl、

m
の
6
個
と
な
る
。
初
期
の
資
本
と
労
働
量
を
不
変
と
す
れ
ば
、

(
"
1
1
)

財

需

要

函

数

貨
幣
を
含
む
消
費
均
衡
を
考
察
す
る
場
合
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
時
的
均
衡
と
完
全
均
衡
の
区
別
で
あ
る
。

時
的
均
衡
と
は
、
予
算
制
約
の
も
と
で
効
用
を
最
大
に
す
る
に
当
た
っ
て
、
実
質
現
金
残
高
の
初
期
保
有
量
と
期
末
保
有
量
の
一
致
を
必

要
と
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
完
全
均
衡
と
は
、
予
算
制
約
の
も
と
で
効
用
を
最
大
に
す
る
に
当
た
っ
て
、
実
質
現
金
残
高
以
外
の
財
へ
所

得
の
す
べ
て
を
支
出
し
、
か
く
し
て
実
質
現
金
残
高
の
初
期
保
有
量
を
期
末
に
お
い
て
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
も
の
で
、
も

は
や
そ
れ
以
上
の
実
質
現
金
残
高
の
変
更
を
望
ま
な
い
均
衡
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は
一
時
的
均
衡
を
扱
う
で
あ
ろ
う
。

次
に
社
会
的
需
要
函
数
の
導
出
の
手
つ
づ
き
で
、
個
人
的
な
消
費
者
行
動
か
ら
求
め
た
個
人
的
需
要
函
数
を
集
計
す
る
方
法
と
、
そ

の
社
会
の
代
表
的
個
人
の
行
動
か
ら
求
め
た
代
表
的
個
人
の
需
要
函
数
で
も
っ
て
社
会
的
需
要
函
数
を
代
表
せ
し
め
る
方
法
と
が
存
在

す
る
。
社
会
の
内
部
取
引
の
相
殺
の
危
惧
（
例
え
ば
民
間
相
互
の
証
券
取
引
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
証
券
を
モ
デ
ル
に
含
ま
な

い
）
な
き
場
合
、
後
者
の
方
法
で
も
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
後
者
の
方
法
を
採
用
す
る
。

代
表
的
個
人
の
効
用
函
数
を

}2/Pi
の
函
数
と
し
て
次
の
ご
と
く
表
わ
さ
れ
る
。

お
11x(P2/Pi)
｀

(
2
9
)
 

ぉ＊
11x,*（
P
2
[
P
1
)

(

i

)

 

(
1
)
 
予

備

的

考

察

1
.
2
 

．
 

211 

財
供
給
函
数
は
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ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

次
に
十
分
条
件
を
求
め
よ
う
。
そ
れ
は
周
知
の
ご
と
く

し
て

l
p
t
+
u
t
1
1
0
 

8
 

(
3
2
)
 

~
 
p
,
x
,
1
1
a
+
y
 

r111 

8
 

U
+
l
[
2
p
{
X
「ー
(
}
+
a
)
]
1
1
目

g

r111 

の
ご
と
く
示
さ
れ
よ
う
。

消
費
者
均
衡
は
、
帥
の
制
約
の
も
と
に
聞
の
効
用
を
最
大
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
入
を
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
と

こ
れ
を
Xt
に
つ
い
て
偏
微
分
し
て

0
と
置
き
、
即
と
併
わ
せ
て
得
ら
れ
る
消
費
者
均
衡
の
必
要
条
件
は

P
3
1
1
P
a
 
(Pi, P
2
)
 

な
お
一
般
物
価
水
準
PS
は
右
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
実
質
現
金
残
高
一
単
位
の
貨
幣
価
格
で
あ
り

(
3
1
)
 

3
 

y
+
a
1
1
2
p
tべ
t

1
 

t
ー

(r1, 2,
 
3
)
 

と
す
る
。

Xl
と
5
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
期
の
第
1
財
と
第
2
財
の
購
入
量
、

の
名
目
現
金
残
高
保
有
量
、

PSを
一
般
物
価
水
準
と
す
れ
ば
、

X
3
1
1
a
-
P
8

で
あ
る
。

残
高
保
有
量
と
す
れ
ば
、
予
算
制
約
は

xS
は
期
末
の
実
質
現
金
残
高
保
有
量
で
あ
っ
て
、
＾
a
を
期
末

次
に
、
グ
を
貨
幣
所
得
、

a
を
初
期
名
目
現
金
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(
3
7
)
 

(
3
6
)
 

T
=
1
.
2
,
3
 

(
3
5
)

ぶ
11
ぶ

(
Y
,
P
1
,
 
h
,
 a
)
 

と
な
る
。

u
2
 

(
3
4
)
 

U
1
 

U
1
1
 
U
1
2
 

U
2
1
 
U
2
2
 

u
1
1
U
1
2
U
1
8
 

U
2
1
 
U
2
2
 U
2
3
 

U
3
1
 
U
3
2
 
U
3
3
 

さ
て
、
代
表
的
個
人
の
需
要
函
数
は
閲
式
よ
り
求
め
ら
れ
る
。

g
式
は
方
程
式
は
4
個
、
未
知
数
も

X
t
(
i
U
1》
2

ら
）
と
入
の

4
個

で
あ
る
。
需
要
函
数
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

社
会
的
需
要
量
を

Dt、
貨
幣
国
民
所
得
を
1
、
民
間
の
初
期
保
有
名
目
貨
幣
量
を
L
で
表
わ
せ
ば

D
r
1
1
D
こ
[I》
P
1
,
P
2
,
L
)

需
要
函
数
の

0
次
同
次
を
仮
定
し
、
第
1
財
で
表
わ
し
た
貨
幣
所
得
を

11と
す
れ
ば

D
t
1
1
G
t
(
I
i
,
 P
2
/
P
i
.
 
L
/
P
1
)
 
i
1
1
1
》2
,
3

o
s
 u2 

＞。

U
3
 

u
2
 

U
1
 ゜

で
あ
り
、

①
 

こ
れ
は
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く

3
 

3
 

J
2
 u

1

1

2

2

さ
令
i
d
x
J
A
0

g
1
1
1
 J
1
1
1
 

(
3
3
)
 

3
 

d
u
1
1
2

ぷ
令
6
1
1

r
1
1
1
 

゜

u
1
 
u
2
 
u
8
 

A

0
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超
過
需
要
函
数

器
t
6
E
j

ー
ー
V
|
|

6
p
t
6
p
t

》

竺
11D~＊
_
X
i
*
（
i
1
1
1
に2)
に
つ
い
て
ま
ず
以
下
の
比
較
静
学
的
な
仮
説
を
吟
味
し
て
お

v
g
=
1
,
2
;
i
廿
j
)

翌

翌

器

＊

8
E
j
*
8
E
t
＊
器
＊

ー

!

_

J

．

ー

ー

ー

J

|

|

ー

|

|

ー

_

6
p
5
6
p
j
9
6
p
t
6
p
i
、

6
p
i
a
p
j予

1,
2
)
 

器

器
t
*
8
E
t
*
8
E
t
*
8
E
t
*

L

|

 

爵
t
8
E
i

1
1
ー
・
+
|
ー
1
1
ー
|
|
l
l
_
L
*

翌
、

8

P

1

a

p

2

6

n

O

L

*

+

|

 

6
P
1
6
P
2
 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

⑱
ま
ず
自
国
の
需
要
函
数
に
つ
い
て
み
よ
う
。

(

d

)

 

(

c

)

 

• 

1
`
2
)
 

6
 

|
（
き
E
1
+
P
2
E
2
)
A
0
(z11 

6pi 

(

b

)

 

(

a

)

 

＞。

爵
t*

A
0
,
 

翌

器

g*

|

A

0

,

|

_

V

O

;

-

|

 

妥
)

t

6

p

j

o

p

i

a

p

j

こ
う
。
た
だ
し
初
期
に

P111き
2
1
1
X
1
1
1
と
す
る
。

超
過
需
要
函
数
知

1
1
D
t
ー
X
;

G111) 
(
3
9
)
 

D
i
*
1
1
H
t
*
（
P
d
P
i
,
 
ǹ
L*]1'1) 

同
様
に
外
国
に
つ
い
て
も

(38) 
D
t
1
1
H
(
P
2
/
P
i
,
L
/
P
i
)
 

T
=
1
.
2
,
 3
 

L111,2,3 

ま
た

1111

ぎ
1
1
X
i
(P2/P1)
＋

f
「
X
2
(
P
d
P
i
)
 (

L
J
1
1
1
"
2
;
 i
 
=
f
=
.
j
)
 

よ
り
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さ
て
ま
ず
生
産
の
変
化
を
伴
う
場
合
の
効
果
8
D
1ら
6
き
を
見
よ
う
。
そ
の
前
に
生
産
の
変
化
を
伴
わ
な
い
場
合
の
効
果
6
t
i
l
1
l
a
p
1
の

符
号
を
調
べ
て
お
こ
う
。
皿
式
に
当
て
は
め
て

る。

R
 

こ
こ
で

R.B.E.
と
は
実
質
残
高
効
果
(
『
eal
b
a
l
a
n
c
e
 e
f
f
e
c
t
)

を
指
す
。

（さ）

A.II 

g

1

1
ー
DrA"]-A
―ー
L
A
a
ミ

f
澪
戸
D
s
A,/JAJ
ー
瞬
芦
こ
A8J-A--

6
A
r
 

6A7. 

｛
｛

f

く

、

1

(

‘

訳
恥
如
恥
恥
即
饂
罪
咤
・
暉
蒻
翡
E.

gs 

1
1
A
s
l
-
A
-
I
I
I
 

8tils 

a

L

a

I

 

P
2
 

き
゜

U
1
1
 
U
1
2
 U
1
3
 

U
2
1
 
U
z
z
 U
2
3
 

P
a
 

U
3
1
 
U
3
z
 U
3
3
 

u
a
 

U
3
1
 
U
a
z
 u
a
a
 

と
置
け
ば
‘
-
A
-
1
1
-
U
-
[
i
2
A
0
ま
た
、

A
お
よ
び
U
の
第
1
行
の
ん
、
ら
の
余
因
子
を
Aa、
U
と
表
わ
し
、

A
お
よ
び
U
の
ち
の
余

因
子
を
Ar、
U
と
表
わ
す
。

A
8
1
1
ー
，

i
＼

u
g、
A
3
1
1
i可

Ur8
は
容
易
に
認
め
ら
れ
る
。

I
I
I
A
g
[
-
A
-

8
D
s
 

6
I
 き1

P
2
 
}
3
 

ull 
U
2
 

u
1
 ゜

ま
た
凶
は
安
定
条
件
に
よ
り

IUIが
負
で
あ
る
か
ら
負
で
あ

U

u

 U

u

 U
1
3
 

U
2
1
 
U
2
2
 U
z
s
 

莱
併
菩
R.B.E.

U
1
 

u
2
 
u
3
 

さ
て
、

r
+
3
 

閲
式
よ
り
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し
た
が
っ
て

こ
れ
を
用
い
て
生
産
の
変
化
を
伴
う
価
格
変
化
の
効
果
を
示
す
と

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
4
1
)
 

-
X
1
十

P1

6
I
 

6P1 

1
1
X
1
 

娑
2

+
P
2
 

娑
1

妥

P

1

6

P

2

娑
2

_
 

B
K
2
 

B
P
2
 

B

N

1

裟

1

ー
(
f
1
ー
f
1
、
P
1
)

ぎ

ぎ

11ー

f
1
、

6P1 

f
2
+
K
2
f
2
、

窓
1

8Pi 

裟
1

+
（
f
1
ー
f
1
、
P
1
)

S
N
1
 

ー

f
1
、

箆
1

裟

1

'

B

P

1

g

'

B

P

1

 

1

1

f

1

+

K

d

1

、

ー

6

P

1

6

P

1

6

I

1

 

こ
れ
ら
と
①
、
②
と
よ
り

ま
た
、
6
p
1
[
8
P
1
1
1
[包
N
1
K
a
P
1
|
P
1
B
K
i
/
B
P
i
]
/
 K1
 

6
K
i
/
'
o
P
1
1
1
ー
裟
2
/
'
o
h

さ
て
、
既
出
の
⑥
よ
り

定
の
先
験
的
な
手
が
か
り
は
存
在
し
な
い
。

fJp2/fJPi 

a
N
1
姦
1
"
＂
ー
娑
2
A
6
P
1

こ
こ
で
A
i
/
/
A
/
は
a
1
5
i
1
a
1
ま
た
は
S
J
5
i
/
S
L
に
当
た
る
が
、

8
K
1
 

1
1
7
娑
1
姦
1
+
P
2

B
h
 ]/K
2
 

号
付
け
が
自
由
で
あ
る
か
ら
、

IAIが
負
ゆ
え
当
然
正
と
な
る
。
か
く
し
て
ー
t
.
.
A
1
1
/
I
A
I
A
o
.
他
方
、

A
3
i
f
[
A
I
に
つ
い
て
は
符
号
判

劣
級
財
の
不
存
在
を
仮
定
し
て
正
と
想
定
し
得
る
。

Alは
財
の
番

8

D

1

1

a

p

3

 

|
|
（
ー
D
a
A
1
ー
ビ
A
a
1
)

IAI 
BPi 

|
1
1
ー
D
1
A
1
/IA―ーll.A11//AI＋

6
P
1
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最
後
の
式
の
第
4
項
の
符
号
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
値
を
と
っ
て

6
D
1
/
6
P
i
を
正
と
し
な
い
保
証
は
存
在
し
な
い
。
た
と
え

6
X
1
l
a
p
1
V
o

と
み
な
し
得
る
か
ら
、

6
E
i
/
6
P
i
1
1
6
D
i
/
6
P
iー

a
x
i
1
a
P
1
の
右
辺
第
2
項
は
負
で
あ
る
と
し
て
も
、
次
の
仮
定
を
置

く
必
要
が
あ
る
。

〔
仮
定
1

〕

派
生
的

R.B.E.
の
代
替
効
果
は
、

8
Eミ
K
苓
を
正
な
ら
し
め
る
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

右
の
仮
定
に
よ
っ
て
、

8
E
i
/
8
P
i
A
o
.

同
様
に
し
て
、
一
般
的
に
、

6
知
[
6
p
s
6
知
*
[
6
p
5
6
1
1
1
,
2
)
は
負
で
あ
る
。

次
に
、

6
E
2
[
a
P
1
を
吟
味
す
る
。

右
辺
第
2
項
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
純
粋
代
替
項
で
あ
り
、
当
然
正
と
み
な
し
得
る
。
ま
た
最
後
の
項
は
、

8
X
2
/
8
P
i
A
0
と
み
な
し
て
正
と

な
る
。

〔
仮
定
2

〕

(
4
3
)
 

(
4
2
)
 

8E1/8p, (
i
,
 j
1
1
1
L
2
;
 i
 

=1=-j)
は
正
と
仮
定
す
る
。
同
様
に

8
E
J
*
A
a
p
t
も
ま
た
正
と
す
る
。

A
2
 

A
1
2
 

6
P
s
 

A
2
 

6
P
s
 

A
3
2
 

6
X
2
 

ぎ

―
A
―

ー

ぎ

ー

A

g
-
A
-

ー

D
s

|
 

習
2
/
6
P
i
1
1

ー

E
1

ー

i

-A-

,

1

,

'

l

¥

＼

／

ー

、

/

(

‘

ー

十

7

+

A
1
 

A

u

ー

D
s

BPs 

A
1
1
l
6
}
1
 

A
s
1
 

11
ー
hl7AI
ー
>

|

K

「

4
笠
ー
一
A
J

BP1 

JAi 

9

(

‘

/

 

_

_

 /

＼

'

し

，

ヽ

｀

、

ー

ー

7

＋
 

6
D
1
 

6151 

6
1
 

6
I
6
P
1
 

6P1 

6tn1 

6
0
1
 

6
0
1
 

ぎ

＋
 

8
I
 

1
1
X
i
 

6P1 

6
D
1
 

A
1
 

6P1 

＋
 

-A-

ー

X
1

細



さ
き
の
〔
仮
定
2
〕
を

T

=

3

す
な
わ
ち
貨
幣
に
拡
張
適
用
し
て

a
D
a
/
a
P
1
V
o．
こ
れ
は
貨
幣
に
他
の
財
と
同
様
の
性
質
を
認
め

る
こ
こ
で
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

a
p
s
/
a
P
i
V
o
`
D
s
>
O
と
あ
わ
せ
て

r

つ。 (b） 
る。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
P
1
E
1
+
P
2
E
2
)
 

6
 

6P1 

D
s
 

g
 

＂＂＂ー

8P1 

6
D
3
 

6P1 

ー

P3

D
1
+
p
 

他
方
、
予
算
方
程
式
き
D

=
D
i
 

X
1
 

a
n
1
 

a
n
2
 

8}2 

+
P
2
 

袋一
1

＋
き

）
 

6
X
2
 

6P1 

+
P
2
 

6
D
1
 

6
D
2
 

6
X
1
 

|

＋

P

2

|
ー
)
ー

(X1
十

P
1
|

g

a

p

1

6

I

1

 

1
1
(
D
1
+
P
1
 

ま
ず
左
の
例
を
と
ろ
う
。

以
上
に
知
ら
れ
る
ご
と
く
、

⑱
の
仮
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
仮
定
を
必
要
と
す
る
か
が
掘
り
下
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ

器
2

6P1 

+
P
2
 

器
1

6
き

C
P
1
E
1
+
P
2
E
2
)
1
1
E
i
+
P
1
 

8
 

6
き1

1
+
P
2
D
2
+
P
3
D
3
1
1
I
+
L
に
お
い
て
か
の
変
化
（
し
た
が
っ
て
誘
発
的
な

Pa
の
変
化
）

愈
＋
き
今
鐙
＋
撃
D
s
+
予

3
撃
1
1

年
11X1

の
効
果
を
見
よ
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も
聾
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、

6
E
i
*
8
知
＊

8
E
8
*

ー、

2‘

が
、
冗
で
偏
微
分
す
れ
ば
、
右
と
同
様
な
方
法
で
|
|
＋
|
|
1
1ー

|
|
1
1

登

怠
2

6

1

E
i
*
（

P
a
/
P
i
,
 
n
L
*
[
'
)

を

p
h
‘

、•

器

器

8
E
t

|
＋
|
1
1

ー
じ
ー
—

6
P
i
 

6
P
a
 

6
L
.
 

E
~
（

P
2
[
P
1
,
L
`
]き
）
を
か
、

h
、
L

で
偏
微
分
す
る
と
、

の
か
は
1
と
置
か
れ
た
か
ら
＠
の
第
1
式
が
得
ら
れ
る
。
他
の
諸
結
果
も
⑱
よ
り
容
易
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑭
 

8
E
i
 

L
 

8

E

i

8

E

t

 

月
11ー

a
(
h
/
P
i
)

ー

6
(
L
[
J
J
1
)
'

爵↑

8

E

8

8

E

i

8

E

i8
(
L
[
P
1
)
 

II 

6
(
P
2
[
P
i
)
'
a
L
 

II 

6
}
2
 

A
0
 

器
1

6
E
2
 

|
＋
P
2ー

_

_

 

_
 

怠
1

6

P

1

c
⑮
の
結
果
よ
り
、
E
1
＋
き

同
様
に
し
て

(
P
1
E
1
+
f
t
2
E
2
)

ハ^
o.

6
 

8
P
2
 

0
1
E
1
+
P
2
E
2
)

ハ^
0

Ql 

8
P
1
 

爵
2

V
P
2
 

、

6
E
1

_

_

 

6
P
i
 

6P1・ 

こ
れ
と
さ
き
の
6
E
2
/
6
P
i
V
o
と

よ

り

き

初
期

迄



(
4
5
)
 

A
、
V
o

比
較
静
学
ー
衝
撃
効
果
ー

為
替
安
定
条
件
。
為
替
相
楊
変
更
に
よ
っ
て
生
じ
た
貿
易
差
額
の
結
果
と
し
て
の
保
有
外
貨
の
変
化
に
応
ず
る
国
内
通
貨
の

供
給
変
化
を
伴
わ
ず
、
初
期
通
貨
保
有
を
不
変
と
す
る
と
き
の
効
果
を
衝
撃
効
果
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
モ
デ
ル
は
次
の
よ
う
に
作
ら

1
 

B
、
ー
|
ー
|
｛
P
2
E
2
＊
念
2
/
P
i
,
'
X
L
*
[
f
t
1
)
|
P
i
E
1
(
P
z
/
P
i
,
L
/
P
1
)
}
1
1
0
 

日

器
1

0
E
1
*
 

＋
 

ぎ

ap1

器
2

器
2
*

＋
 

6
m
a
p
1
 

器
1

f
J
E
2
*
 

ぎ

怠
1

E
1
+
 

器
1

0
E
1
*
 

ぎ

＋
 

6
P
2
 

器
2
*

B
P
2
 

＋
 

習
2

ぎ

器
2
*
B
E
1

6
答

怠

2

|
E
2
＊
ー
ー
|
+

左
辺
の
係
数
行
列
の
行
列
式
を
凶
で
表
わ
す
。

①
 

さ
き
の
超
過
需
要
函
数
に
か
ん
す
る
仮
説
⑱
ー
⑪
を
使
用
す
れ
ば
次
の
こ
と
が
容
易
に
判
明
す
る
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

冗
で
全
微
分
す
る
。
た
だ
し
初
期

B
、1
1
0
と
す
る
。

未
知
数
は
か
、
釦
、

3
で
方
程
式
と
同
数
で
あ
る
。

(
4
4
)
 

• • 9 

〔
モ
デ
ル

1
〕

れ
る
。 (

i
)
 

(
2
)
 

....... 

゜゜

E
t
(
P
d
P
i
,
L
/
P
i
)
＋
E
P
*（
P
i
/
P
i
,
 71:̀
L*]
き）
1
1
0

dさ
2

d
X
 

d
B
、

da 
dfti 

da 

T
=
1
.
2
 

B
E
2
*
 

6
X
 

8
E
2
*
 

ー

賃 B
E
1
*
 

ー

貿
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(4) 

(
4
7
)
 

(
4
6
)
 

ト4,

゜゜

dB、
d
T
 

d}2 
d
T
 

dP1 
d
T
 

(

＊

*

）

 

L
L
*
 

)

m

1

m

2

ー
m
2
m
1

L
L
*
8
E
1
 
8
E
2
*
8
E
2
 

8
E
1
*
 

恥（心）
1
1
A
、

(

i

i

8

L

＊

ー

i

i

g

*

1

1

A
、

8

E

-

8

E

t

8

E

-

*

6

E

-

*

 

こ
こ
で
月
1
1
ー
ー
1
1
A
,
/
/
A
/
1
1
|
|
、
m
-
*
1
1
1
|
|
A
,
*ミ
I
A
*
-
1
1
ー
ー
で
あ
っ
て
、
両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
第
・
1

財
へ
の
限
界
支
出
性

6LaI6L*

—

6I* 

向
で
あ
る
0

m
i
f
m
2
>
m
1
＊
首
2
*
な
ら
ば
交
易
条
件
は
自
国
す
な
わ
ち
切
下
国
に
有
利
化
し
、
逆
な
ら
ば
逆
で
あ
る
。

d
B
、]貸
V
o
.

B
、11

叶
(
P
2
E
2
＊
ー
き
1
E
1
)
1
1
ー
ー
吋
0
1
E
1
+
P
2
E
2
)
と
置
き
、

す
な
わ
ち
為
替
市
場
は
安
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
程
式
を
ク
ラ
マ
ー
の
公
式
で
解
い
て
も
、
あ
る
い
は
、

1
 

2
 

8
 

dp, 

|

1

1ー
ー

2
|
|
0
1
E
1
+
P
2
E
2
)
|
|
V
0
と

d
B
、

d

x

x

6

p

i

貸

し
て
も
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
だ
し
i
5
'
(
P
1
E
1
+
P
2
E
2
)
A
o
.
-
4
f
k
-
V
o
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

①
 

以
上
の
結
論
は
ケ
ム
プ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
超
過
需
要
函
数
の
仮
説
の
推
論
方
法
が
わ
れ
わ
れ
と
ケ
ム
プ
と
で
は
相
違
し
て
い
る
。

(＂

11)

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
効
果
。
為
替
相
場
変
更
の
場
合
と
同
じ
意
味
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
衝
撃
効
果
を
考
察
し
よ
う
。
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
は
当
該
国
の
通
貨
額
を
同
額
だ
け
変
化
せ
し
め
る
と
す
る
。
自
国
を
受
取
国
と
し
て
、
4
[
d
T
1
1
ー

4
さ
＊
l
d
T
を
つ
け
加

え
、
闘
を
T
で
全
微
分
す
れ
ば

器
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a
E
1
*
 

＋
 

ぎ

怠

1

器
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＋
 

習
2

怠
1

aPi 
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a
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1
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d
-
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6
E
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爵
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6
E
2
*
 

怠
2
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怠
2

器
2

＊
器
1

|

+
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6さ
2

怠
2

ー

E
2
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O

A
ハ

d
P
2
h
d
X
A
1

習
1

6
E
1
*
 

ー

7
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＋

6
L
*

爵
2

6
E
2
*
 

ー

6

L

+

|
製
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c)E1 

6
E
2
*
 

ー
~
ー

6
L
*
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以
上
は
貿
易
差
額
変
化
に
等
し
い
国
内
通
貨
供
給
の
変
化
を
伴
わ
な
い
場
合
の
い
わ
ゆ
る
衝
撃
効
果
で
あ
る
が
、
次
に
か
か
る
通
貨

供
給
の
変
化
を
伴
う
場
合
を
考
察
し
よ
う
。

比
較
静
学
と
定
常
均
衡

為
替
切
下
効
果
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
効
果
は
、
以
下
の
定
常
均
衡
に
か
ん
す
る
限
り
同
一
線
上
で
考
察
し
得
る
。
切
下
げ
の
結
果
と

し
て
の
貿
易
差
額
の
変
化
は
そ
れ
に
等
し
い
国
内
通
貨
の
変
化
を
両
国
で
も
た
ら
し
、

⑦
 

生
じ
貿
易
均
衡
に
向
わ
し
め
る
。
こ
の
新
し
い
定
常
状
態
で
は
貿
易
量
、
交
易
条
件
、
実
質
現
金
残
高
、
消
費
と
生
産
の
量
な
ど
の
実

質
量
は
初
期
状
態
と
等
し
く
、

り
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
場
合
も
右
と
同
じ
過
程
を
経
て
新
し
い
定
常
状
態
に
達
し
得
る
。
た
だ
継
続
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
場
合
で

は
そ
れ
に
等
し
い
入
超
が
継
続
す
る
。
例
え
ば
次
の
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
の
図
式
は
一
回
限
り
の
資
本
流
入
の
場
合
を
説
明
す
る
が
、

場
合
、
時
系
列
1
ー
5
と
7
ー
11
は
相
殺
さ
れ
、

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(

3

)

 

つ
ま
り
、

た
だ
名
目
貨
幣
残
高
と
物
価
の
み
自
国
で
高
く
外
国
で
低
く
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

6
の
輸
入
超
過
が
末
端
効
果
と
し
て
の
実
物
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
こ

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
受
取
国
の
貿
易
差
額
は
悪
化
す
る
。

(
5
0
)
 

か
く
し
て
交
易
条
件
は
、

m
1
m
2
＊
八

m
2
m
1
＊
な
ら
ば
改
善
さ
れ
、

m
1
m
2
*
>
m
2
m
1
＊
な
ら
ば
悪
化
し
、

m
1
m
2
*
1
1
m
2
m
1
＊
な
ら

ば
不
変
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
為
替
切
下
げ
の
場
合
と
は
逆
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
 

次
に
貿
易
差
額
の
受
け
る
影
響
は
次
の
ご
と
し
。

(
4
9
)
 

11
ー

A
、

(
m
1
m
2
＊ー
m
2
m
1
*）

d
 

P
2
 

L
+
L
*（

S
E
1
 

S
E
2
*
S
E
2
 
S
E
1
*
)
L
+
L
*
 

d
T
-
t
)
1
1ー

A
、

6

L

a

L

*

_

g

6

L

*

d
B
、
[
d
T八
0

R
 

左
辺
の
係
数
行
列
の
行
列
式
は
凶
で
そ
れ
は
正
で
あ
っ
た
。
交
易
条
件
は

一
回
限

そ
れ
が
第
一
次
効
果
と
逆
の
貿
易
差
額
変
化
を

こ
の
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謬
>
方
向
0
で
s
怖
竪
i

さ
ふ
翌
昂
内
碑
神
叫
が

圧
渕

"
F
.
M
a
c
h
l
u
p
"
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 P
a
y
m
e
n
t
s
,
 Debts, 
a
n
d
 Gold, 1
9
6
4
,
 
C
h
a
p
.
 
X
V
I
.
 p. 
4
0
4
.
 

の
図
式
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

10
の
所
得
と
物
価
の
下
落
は
、
輸
出
を
刺
激
し
輸
入
を
阻
止
し
て
結
局
、
初
期
貿
易
均
衡
に
立
ち

戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
継
続
的
な
借
款
受
領
の
場
合
は
、
右
の
図
式
を
第
一
回
の
借
款

の
継
起
過
程
と
し
、
第
二
回
以
後
の
借
款
も
単
独
で
見
る
限
り
同
じ
過
程
を
辿
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
一
回
の
借
款
の
時
系
列
7
l
l
l

は
第
二
回
の
借
款
の

1
ー

6
と
位
相
が
一
致
し
、
以
下
同
様
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
第
一
回
の
借
款
の

1
ー

6
は
、
こ
の
継
続
的
借
款

11 
1
0
 

。00 --:i 0) 

゜
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゜
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A
国
燦
鴇
0
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嘩
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渓
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>
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ヰ
D
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嘩
>

小
苫
仔
冷
滞

-0廿
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葱
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-
i
4
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湘
渓
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c
t一
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国
コ
塁
陶
内
抵

G
 

n
sさ
て
一
吐
廿
冷
粛
ヰ
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醤

％

苫

が

丑
冷
掘
ヰ
―
i
c
o刈
f
L
o

f
g
6
4
)て
、
内
湘
ヰ

C
O
4
)て
、
一
竺
幽
洒
蛍
画

陣
内
造
L

A
国
膨
疇

0
浅
遍

国
互
湾
泰
華
固
隣
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甲
葎
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甫
S
滞
湮

渫
蕊
斤
睾
甫
ー

i
L湘
叫
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浬
寧
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睾
宙
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i
T蒋
叫
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c
苫
一
竺
零
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淫
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L
、馨

圧
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囲
仔
叫
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蔵
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J
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伽
随
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邪
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継
続
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
額
を
T
と
す
れ
ば
、
体
系
は
次
の
よ
う
に
組
み
た
て
ら
れ
よ
う
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
の
成
長
的
視
点
と
貨
幣
的
視
点
（
木
村
）

(
"
1
1
)
 

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
変
化
の
効
果

つ
ま
り
貿
易
均
衡
お
よ
び
交
易
条
件
、
生
産
お
よ
び
消
費
、
実
質
現
金
残
高
な
ど
一
切
の
実
質
的
関
係
は
も
と
の
状
態
の
ま
ま
で
あ
る

が
、
絶
対
価
格
と
名
目
現
金
残
高
は
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
5
4
)
 

d
 吋（土）

11o.

塁
[
{
1
1
,
L
/
P
i
)

＋竺
(
P
2
/
P
1
,
1
C
L
*
[
P
1
)
1
1
0

り
[0)ーミ

2
E
2
*（

P
,
/
p
,
.
o
t
L

）

1
1
0

第
1

ー

3

式
を
冗
で
全
微
分
し
、
最
後
の
式
と
併
わ
せ
て
、d
P
t
]
d
a

お
よ
び

~
[
d
a
(
1
1

ー

m
4
*
H昏
~
）

か
く
し
て
交
易
条
件
は
不
変
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(
5
3
)
 

X

d

L

a

d

P

1

ー

a

d

P

2

0
A
|
N
_
•
]
町

1
1
]
5
.
7
司
ー

7
引
．
7
i引
A
1

(
5
2
)
 

〔
モ
デ
ル

2
〕

(
i
)
 
為
替
切
下
げ
と
交
易
条
件

均
衡
と
を
モ
デ
ル
化
し
て
み
よ
う
。

T
=
1
.
2
 

⑥
 

に
つ
い
て
解
き

が
終
焉
す
る
ま
で
相
殺
さ
れ
ず
、
輸
入
超
過
は
全
期
間
中
継
続
し
、
貨
幣
流
通
量
、
所
得
、
物
価
は
上
昇
し
た
ま
ま
と
な
る
。
こ
れ
が

継
続
的
借
款
の
場
合
の
定
常
状
態
で
あ
る
。
以
下
、
為
替
切
下
げ
の
場
合
の
定
常
均
衡
と
、
継
続
的
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
場
合
の
定
常

翌7



Ei(P2/Pi)
＋
Ef*（
P
d
P
i
)
1
1
0
 

で
示
さ
れ
、
両
国
共
通
の
価
格
比
率
11
交
易
条
件
が
一
個
の
方
程
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
両
国
の
両
財
の
絶
対
価
格
水

準
は
、
各
国
の
保
有
貨
幣
量
を
L
、
い
、
貨
幣
所
得
に
た
い
す
る
保
有
貨
幣
量
の
割
合
を
K
、
い
と
し
て
次
式
で
決
定
さ
れ
る
。

(
5
8
)
 

i
1
1
1
舛

f
n
I
t
2
 

⑩
 

一
般
均
衡
体
系
の
も
と
で
購
買
力
平
価
説
を
定
式
化
し
て
そ
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
モ
ザ
ッ
ク
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ア
イ

⑪
 

ン
テ
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